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「農業を機軸としたまちづくり」を目指しているどんどこ
あさばの北側には、牧場が設置されています。そこでは
羊が放牧されていて、近隣の子ども達にも人気です。

どんどこ牧場のひつじ
（浅岡）



袋井市議会の議員の定数を20人に変更

　市議会は、9月定例会を9月4日から9月28日までの25日間の会期で開催しました。
　今定例会では、平成24年度一般会計補正予算をはじめ、平成23年度一般・特別・企業各会計決
算認定など22議案と4件の報告があり、いずれも原案のとおり可決・認定しました。
　また、議員からは、「袋井市議会の議員の定数を定める条例の一部を改正する条例」が2議案上
程され、採決の結果、議員の定数を20人に改める条例案を可決したほか、「浜岡原発の永久停止を
求める決議」を求める請願書が提出され、審議の結果、不採択とすることになりました。
　なお、市政に対する一般質問では、12人の議員が市長の見解をただしました。

9月
定例会

◎
議
決
し
た
主
な
議
案

　

平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算   

　

今
回
の
補
正
予
算
は
、
主
に
次
に
掲
げ
る
事
業
の
た
め
に
、
6
億
4
7

0
0
万
円
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
平
成
24
年
度
予
算
総

額
は
、
3
0
4
億
6
6
5
0
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

●
旧
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
解
体
事
業
 …
…
…
…
…
9
9
2
0
万
円

　

本
年
度
か
ら
来
年
度
に
か
け
て
、
旧
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
解
体
事

業
に
着
手
す
る
こ
と
と
し
、
今
年
度
実
施
分
と
し
て
、
全
体
事
業
費
の

う
ち
4
割
分
を
計
上
。

●
津
波
避
難
対
策
事
業
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
6
0
0
0
万
円

　

来
年
度
の
完
成
に
向
け
て
、湊
地
内
に
命
山
を
建
設
す
る
こ
と
と
し
、

今
年
度
実
施
分
と
し
て
、
全
体
事
業
費
の
4
割
分
を
計
上
。

●
住
宅
等
耐
震
性
向
上
事
業
 …
…
…
…
…
…
…
…
5
4
0
0
万
円

・
既
存
建
築
物
耐
震
性
向
上
事
業
費
補
助
金
（
60
棟
分
）

・
木
造
住
宅
耐
震
補
強
助
成
事
業
費
補
助
金
（
40
棟
分
）

●
総
合
健
康
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
 …
…
…
…
…
…
4
0
0
0
万
円

　

現
袋
井
市
民
病
院
の
跡
地
利
用
を
進
め
る
た
め
、
構
内
進
入
路
の
設

置
及
び
受
水
槽
の
改
修
事
業
を
実
施
。

●
災
害
復
旧
事
業
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
2
3
1
0
万
円

・
白
雲
荘
災
害
復
旧
事
業
（
台
風
4
号
に
よ
る
被
害
）

・
準
用
河
川
油
山
川
災
害
復
旧
事
業
（
8
月
14
日
大
雨
に
よ
る
被
害
）

●
家
庭
内
家
具
等
固
定
推
進
事
業
 …
…
…
…
…
…
1
2
9
1
万
円

　

8
2
0
世
帯
分
の
委
託
経
費
を
増
額
。

●
通
学
路
安
全
対
策
緊
急
事
業
 …
…
…
…
…
…
…
1
1
4
1
万
円

　

通
学
路
の
緊
急
安
全
対
策
と
し
て
、
区
画
線
の
整
備
や
安
全
看
板
の

設
置
、
舗
装
補
修
等
を
実
施
。

議
員
定
数
を
2
人
減
員
し
20
人
に

　

本
定
例
会
の
最
終
日
に
、
定
数
を
18
人
、
20
人
と
す
る
2
議
案
が

上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　

18
人
に
変
更
す
る
案
に
つ
い
て
は
、「
議
員
定
数
減
員
は
、
議
員

自
ら
が
実
行
で
き
る
最
大
の
議
会
改
革
で
あ
る
。」「
地
域
住
民
の
声

を
十
分
反
映
さ
せ
る
た
め
、
市
内
13
公
民
館
か
ら
と
政
党
や
労
働
組

合
な
ど
か
ら
の
選
出
で
18
人
が
妥
当
。」
な
ど
と
い
う
理
由
に
よ
り

提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。
採
決
の
結
果
、
賛
成
少
数
に
よ
り
否
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

20
人
に
変
更
す
る
案
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
議
論
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。

《
20
人
に
変
更
す
る
案
に
つ
い
て
》

　

提
案
理
由

・
市
の
進
め
る
行
政
改
革
を
推
進
、
チ
ェ
ッ
ク
す
る
た
め
に
も
、
議

会
自
ら
が
身
を
切
る
覚
悟
が
求
め
ら
れ
る
。

・
自
治
法
改
正
に
よ
る
定
数
の
上
限
撤
廃
で
、
全
国
的
に
減
員
が
潮

流
と
な
っ
て
い
る
。
県
内
で
も
焼
津
、
藤
枝
、
富
士
宮
な
ど
、
13

〜
14
万
人
余
の
人
口
の
議
会
が
21
〜
22
名
に
大
幅
減
員
し
て
い

る
。
ま
た
、
全
国
で
議
員
定
数
を
減
員
す
る
条
例
が
適
用
さ
れ
る

82
市
で
も
、
昨
年
ま
で
の
平
均
22
・
8
人
か
ら
19
・
5
人
に
減
員

し
て
い
る
。

　

反
対
討
論

・
地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
る
議
員
定
数
上
限
の
撤
廃
は
、
議
員
定

数
の
減
員
あ
り
き
の
も
の
で
は
な
く
、
各
自
治
体
で
適
切
な
議
員

定
数
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

・
中
東
遠
の
中
軸
と
し
て
、
ま
た
人
口
の
伸
び
が
県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
本
市
に
と
っ
て
、
22
人
の
定
数
は
決
し
て
多
す
ぎ
な
い
。

・
討
議
す
る
人
数
と
し
て
1
常
任
委
員
会
に
7
人
以
上
必
要
と
い
わ

れ
て
お
り
、
本
市
の
現
行
定
数
22
人
は
そ
れ
に
合
致
す
る
。

　

結　
　

果

　

賛
成
多
数
に
よ
り
可
決

　

こ
の
定
数
に
つ
い
て
は
、
平
成
25
年
4
月
に
行
わ
れ
る
市
議
会
議

員
選
挙
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。
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□9月定例会の概要

　一般会計については、304億1,516万円の予算に対して、決算額が歳入306億2,894万円、歳
出296億5,557万円となりました。決算額の執行率は、予算対比で、歳入が100.7%、歳出が
97.5%でした。特別会計及び企業会計は、表のとおりです。

平成23年度各会計別決算状況

【特別会計】
特定の事業に使われる予算で、国民健康保険など8会計あります。

会計名 予算額 歳入決算額
歳入
執行率
（%）

歳出決算額
歳出
執行率
（%）

土 地 取 得 3億0,000万円 8,036万円 26.8 7,573万円 25.2
国民健康保険 81億1,000万円 80億2,689万円 99.0 77億2,558万円 95.3
後期高齢者医療 5億4,400万円 5億3,080万円 97.6 5億2,905万円 97.3
介 護 保 険 46億3,680万円 45億4,120万円 97.9 45億0,791万円 97.2
公 共 下 水 道 17億8,000万円 17億4,114万円 97.8 17億0,056万円 95.5
農業集落排水 1,750万円 1,869万円 106.8 1,632万円 93.3
駐 車 場 7,998万円 8,278万円 103.5 7,518万円 94.0
訪 問 看 護 2,930万円 3,265万円 111.4 2,644万円 90.2

【企業会計】
公共の福祉を目的に企業を経営する独立採算の会計です。

会計名 予算額 決算額

病 院 事 業
収益的収支

事 業 収 益 56億5,100万円 56億4,479万円
事 業 費 用 56億9,000万円 54億3,919万円

資本的収支
資本的収入 0.3万円 2万円
資本的支出 3億3,300万円 3億0,444万円

水 道 事 業
収益的収支

事 業 収 益 15億2,700万円 14億2,571万円
事 業 費 用 15億2,700万円 14億5,953万円

資本的収支
資本的収入 1億6,700万円 1億1,243万円
資本的支出 9億3,840万円 7億9,315万円

「
浜
岡
原
発
の
永
久
停
止
を
求
め
る
決
議
」
を
求
め
る
請
願
書

請
願
趣
旨

　

想
定
震
源
域
の
真
上
に
立
つ
浜
岡
原
発
は
、
巨
大
地
震
が
発
生
す
れ
ば
、
冷
却
機
能
喪

失
・
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
・
大
量
の
放
射
性
物
質
放
出
を
完
全
に
防
ぐ
こ
と
は
不
可
能
だ
と
思

わ
れ
る
。
よ
っ
て
、「
浜
岡
原
発
の
永
久
停
止
を
求
め
る
決
議
」を
さ
れ
る
よ
う
請
願
す
る
。

請
願
結
果

　

平
成
23
年
11
月
に
「
市
民
の
安
全
・
安
心
が
担
保
さ
れ
な
い
限
り
、
施
設
の
再
稼
働
は

認
め
ら
れ
な
い
」
と
の
決
議
を
し
、
市
議
会
と
し
て
方
向
性
を
出
し
て
い
る
な
ど
の
意
見

が
あ
り
、
審
議
の
結
果
、
不
採
択
。

請　願

総務費総務費
28億8,074万円28億8,074万円

市税市税
144億4,024万円144億4,024万円

地方交付税地方交付税
34億1,019万円34億1,019万円

国庫支出金国庫支出金
33億8,846万円33億8,846万円

市債市債
30億4,420万円30億4,420万円

歳入 予 算 額…304億1,516万円
収入済額…306億2,894万円 歳出 予 算 額…304億1,516万円

支出済額…296億5,557万円

労働費 7,269万円

自
主
財
源
57
％

依
存
財
源
43
％

市税
144億4,024万円

繰越金 9億9,791万円
諸収入 7億8,748万円

分担金及び負担金 4億0,156万円繰入金 3億3,744万円

使用料及び手数料
3億2,037万円

その他 5,942万円

地方交付税
34億1,019万円

国庫支出金
33億8,846万円

市債
30億4,420万円

県支出金
17億1,306万円

地方消費税交付金
8億6,344万円

地方譲与税 4億3,249万円

地方特例交付金
1億7,974万円 自動車取得税交付金

1億2,458万円
その他
1億2,838万円

民生費
73億0,186万円

衛生費
43億7,651万円

公債費
42億0,013万円

土木費
40億6,079万円

教育費
36億8,883万円

総務費
28億8,074万円

消防費
17億5,223万円

農林水産業費
5億8,564万円

商工費
3億3,398万円

議会費 2億7,299万円
災害復旧費 1億2,916万円

歳入歳入
306306億

2,8942,894万円万円

歳出歳出
296296億

5,5575,557万円万円

歳入
306億

2,894万円

歳出
296億

5,557万円

【一般会計】
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新
病
院
開
院
後
の
受
診
動
向
は

外
来
診
療
と
救
急
搬
送
先
に
、

磐
田
市
立
総
合
病
院
を
自
由
に
選
択

で
き
る
か
。

外
来
診
療
は
、
基
本
的
に
受
診

す
る
病
院
を
本
人
の
意
思
で
決
め
る

こ
と
に
な
る
。
救
急
搬
送
に
つ
い
て

は
、
少
し
で
も
近
い
と
こ
ろ
に
搬
送

で
き
る
こ
と
が
患
者
の
安
心
感
に
つ

な
が
る
の
で
、
病
院
間
で
具
体
的
な

話
し
合
い
を
進
め
、
市
民
が
安
心
で

き
る
救
急
医
療
体
制
の
確
立
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

（
仮
称
）
袋
井
市
立
聖
隷
袋
井

市
民
病
院
が
開
院
と
な
る
が
、
療
養

病
床
、
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
病
床
の
需
要
予
測
は
ど
う
か
。

構
想
策
定
時
の
調
査
で
は
、
療

養
病
床
で
1
2
2
人
、
回
復
期
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
床
で
は
1
5
4

人
が
市
外
の
病
院
に
入
院
し
て
い
る

と
の
数
字
も
あ
り
、
十
分
な
需
要
が

あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。

市
長
の
浜
岡
原
発
へ
の
認
識
は

市
長
の
「
浜
岡
原
発
再
稼
動
は

認
め
な
い
」
と
の
意
味
す
る
も
の
は

何
か
。福

島
第
一
原
発
の
事
故
原
因
の

究
明
が
不
十
分
な
こ
と
や
、
原
発
施

設
の
直
下
に
あ
る
活
断
層
の
対
策
が

講
じ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
、
ま
た
、

大
津
波
が
防
潮
堤
を
越
え
た
場
合
の

危
険
性
な
ど
か
ら
、
再
稼
動
を
到
底

認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
認

識
で
あ
る
。

文
化
行
政
・
行
政
の

文
化
化
へ
の
見
解
は

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
後
の
昭
和
50

年
代
、
経
済
が
急
成
長
へ
向
か
う

中
、
地
方
の
時
代
が
提
唱
さ
れ
、
心

の
豊
か
さ
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ

た
。
行
政
も
事
務
事
業
全
般
に
文
化

的
視
点
を
取
り
入
れ
る
文
化
化
が
模

索
さ
れ
、
地
域
文
化
の
創
造
や
地
域

お
こ
し
が
活
発
化
し
た
。
社
会
の
閉

塞
感
が
強
い
今
こ
そ
、
文
化
行
政
が

必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

現
在
は
、
先
が
非
常
に
不
安
定

な
状
況
で
あ
る
と
感
じ
る
。
先
の
見

通
し
を
市
政
の
中
で
展
開
し
て
い
く

こ
と
が
市
民
満
足
度
を
高
め
る
こ
と

で
あ
り
、
文
化
行
政
も
そ
の
大
き
な

要
素
で
あ
る
。
本
市
が
ど
う
い
う
方

向
に
進
ん
で
い
く
か
と
い
う
こ
と

を
、
文
化
的
な
行
政
施
策
と
し
て
打

ち
出
し
て
い
く
こ
と
は
難
し
い
と
思

う
が
、
そ
の
よ
う
な
も
の
に
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

本
市
が
総
合
計
画
の
策
定
に
あ

た
っ
て
行
っ
た
満
足
度
や
重
要
度
の

調
査
の
結
果
は
、
物
の
豊
か
さ
や
便

利
さ
の
要
望
傾
向
で
あ
る
。
ブ
ー
タ

ン
王
国
の
幸
福
論
や
指
標
か
ら
学
ぶ

点
は
な
い
か
。

本
市
と
し
て
は
、
心
・
体
・
ま

ち
の
健
康
を
追
求
す
る
こ
と
が
市
民

の
幸
福
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い

る
。
物
質
的
な
満
足
感
の
中
に
、
心

に
よ
る
満
足
感
を
多
く
入
れ
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き

た
い
。

文化の振興を目指して設置されたメロープラザ

高
橋 

美
博 

議
員

廣
岡 

英
一 

議
員

新たに生まれ変わる袋井市民病院
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「
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に

関
す
る
条
例
」
制
定
が
必
要

空
き
家
の
増
加
は
、
地
震
や
風

水
害
時
の
倒
壊
な
ど
、
市
民
の
生
活

環
境
を
脅
か
し
て
い
る
。
本
条
例
の

導
入
の
考
え
は
ど
う
か
。

大
規
模
地
震
発
生
に
よ
る
倒
壊

被
害
を
最
小
限
に
す
る
観
点
や
防
犯

の
観
点
を
含
め
て
、
条
例
化
の
検
討

を
進
め
て
い
き
た
い
。

公
共
財
産
を
有
効
活
用
し

避
難
所
施
設
の
充
実
を

災
害
時
に
お
け
る
飲
料
水
の
確

保
と
、
正
確
か
つ
迅
速
な
情
報
伝
達

を
市
民
に
供
給
で
き
る
災
害
対
応
型

自
動
販
売
機
を
、
早
期
導
入
で
き
な

い
か
。無

料
で
飲
料
水
を
提
供
で
き
る

災
害
対
応
型
自
動
販
売
機
が
設
置
で

き
る
よ
う
、
設
置
事
業
者
や
施
設
管

理
者
と
連
携
を
図
り
、
設
置
を
進
め

て
い
き
た
い
。 

成
人
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
公
費
助
成
を

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
有
効
性
、
必

要
性
か
ら
も
普
及
促
進
は
重
要
な
課

題
で
あ
る
。
高
齢
者
の
生
命
、
健
康

の
維
持
の
た
め
、
公
費
助
成
の
実
施

が
で
き
な
い
か
。

肺
炎
に
か
か
る
方
が
増
加
し
て

い
る
中
で
、
ワ
ク
チ
ン
が
非
常
に
有

効
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
公
費
助
成
に

つ
い
て
、
来
年
度
実
施
に
向
け
て
検

討
を
し
て
い
き
た
い
。

沼
上 

賢
次 

議
員

内
水
氾
濫
へ
の
対
策
を

8
月
14
日
の
集
中
豪
雨
に
お
い

て
、
取
付
け
た
水
位
計
・
浸
水
セ
ン

サ
ー
は
機
能
し
た
か
。
ま
た
、
今
後

の
活
用
を
さ
ら
に
検
討
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

セ
ン
サ
ー
は
作
動
し
、
周
辺
住

民
の
避
難
に
役
立
っ
た
。
今
後
、
降

雨
量
と
河
川
の
水
位
の
関
係
な
ど
の

デ
ー
タ
を
収
集
し
、
災
害
対
策
に
活

か
し
て
い
き
た
い
。

事
業
用
太
陽
光
発
電
の
設
置
を

市
内
の
最
終
処
分
場
跡
地
や
貯

水
池
は
、
太
陽
光
発
電
の
設
置
が
見

込
め
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

処
分
場
跡
地
は
、監
視
期
間
中
、

ま
た
広
場
の
整
備
と
い
う
状
況
に
よ

り
、
導
入
は
難
し
い
が
、
貯
水
池
な

ど
に
つ
い
て
は
、
市
財
産
の
有
効
活

用
に
も
な
る
の
で
、
実
施
に
向
け
、

で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

健
康
寿
命
と
市
の
取
り
組
み
は

国
が
行
っ
た
健
康
寿
命
調
査
で

は
、静
岡
県
は
全
国
1
位
で
あ
っ
た
。

県
も
「
お
達
者
度
」
を
調
査
し
て
い

る
が
「
日
本
一
健
康
文
化
都
市
」
を

掲
げ
る
当
市
の
取
り
組
み
は
ど
う

か
。

こ
れ
か
ら
も
、
生
活
習
慣
病
の

予
防
や
元
気
に
暮
ら
す
た
め
の
介
護

予
防
事
業
に
、
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

寺
田 　

守 

議
員

市役所内に設置されている災害対応型自動販売機

大谷川に設置されている水位計
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集
中
豪
雨
に
お
け
る

浸
水
被
害
の
解
決
を

沖
之
川
の
抜
本
的
な
排
水
対
策

に
つ
い
て
、
下
流
部
の
河
床
を
下
げ

る
こ
と
は
可
能
か
。

河
床
を
下
げ
る
こ
と
は
既
存
の

橋
梁
や
水
門
、
護
岸
な
ど
へ
の
影
響

や
、
多
大
な
事
業
費
な
ど
課
題
も
多

い
が
、
改
修
効
果
は
大
き
い
と
思
わ

れ
る
の
で
、
治
水
対
策
の
一
つ
と
し

て
、
県
へ
要
望
し
て
い
き
た
い
。

蟹
田
川
の
今
後
の
改
修
工
事
計

画
は
ど
う
か
。

市
が
彦
島
大
橋
な
ど
の
橋
梁
架

け
替
え
に
つ
い
て
の
地
元
協
議
を

行
っ
て
い
る
ほ
か
、県
に
お
い
て
も
、

河
川
拡
幅
に
向
け
た
用
地
買
収
お
よ

び
東
海
道
新
幹
線
、
東
海
道
本
線
の

橋
脚
へ
の
影
響
に
つ
い
て
J
R
と
協

議
を
行
っ
て
お
り
、
協
議
が
整
い
次

第
、
順
次
工
事
に
着
手
し
て
い
く
。

生
活
保
護
の
現
状
と
対
応
は

生
活
保
護
費
の
現
状
は
ど
う

か
。
ま
た
、
不
正
受
給
者
へ
の
対
応

は
ど
う
か
。

平
成
20
年
度
は
約
2
億
1
7
0

0
万
円
で
あ
っ
た
が
、
平
成
23
年
度

に
は
約
3
億
7
6
0
0
万
円
で
あ
っ

た
。
ま
た
不
正
受
給
者
が
発
覚
し
た

場
合
は
返
還
さ
せ
て
い
る
。
今
後
も

適
正
な
制
度
執
行
に
努
め
、
法
律
に

基
づ
い
た
厳
正
な
対
応
も
必
要
だ
と

考
え
る
。

い
じ
め
や
犯
罪
の
無
い

学
校
生
活
を
目
指
す

市
内
の
小
中
学
校
で
い
じ
め
が

発
生
し
た
場
合
、
教
育
委
員
会
は
ど

の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
か
。

保
護
者
と
連
携
を
図
り
、「
い

じ
め
は
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
」
こ
と

が
理
解
さ
れ
、
二
度
と
い
じ
め
を
し

な
い
よ
う
、
強
く
指
導
す
る
と
と
も

に
、
心
に
訴
え
る
よ
う
な
指
導
も

行
っ
て
い
る
。

誰
も
が
気
持
ち
よ
く

使
用
で
き
る
公
園
を
目
指
す

宇
刈
里
山
公
園
の
日
常
管
理

と
、
遊
具
及
び
せ
せ
ら
ぎ
に
対
し
て

一
考
が
必
要
で
は
な
い
か
。

今
後
、
駐
車
場
周
辺
も
草
刈
り

の
対
象
と
し
、
樹
木
も
適
正
な
維
持

管
理
に
努
め
る
。
遊
具
増
設
は
利
用

状
況
を
見
て
検
討
し
、
せ
せ
ら
ぎ
は

定
期
的
に
監
視
を
し
て
い
き
た
い
。

節
電
も
必
要
だ
が

経
費
削
減
も
重
要

今
年
の
庁
舎
節
電
対
策
は
達
成

さ
れ
た
か
。
ま
た
、
市
と
し
て
Ｐ
Ｐ

Ｓ
（
特
定
規
模
電
力
事
業
）
の
導
入

を
考
え
て
い
る
か
。

6
月
か
ら
8
月
ま
で
の
合
計
で

17
・
2
%
の
削
減
実
績
と
な
っ
た
。

ま
た
、
Ｐ
Ｐ
Ｓ
電
力
の
導
入
に
よ

り
、
約
3
0
0
万
円
削
減
の
試
算
結

果
が
出
た
の
で
、
今
後
速
や
か
に
導

入
を
し
て
い
き
た
い
。

村
松 　

尚 

議
員

山
田 

貴
子 

議
員

宇刈里山公園に設けられたせせらぎ

沖之川と宇刈川の合流地点
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中
東
遠
中
軸
都
市
と

ま
ち
づ
く
り

「
国
本
に
ぎ
わ
い
ま
ち
づ
く
り

事
業
」
を
断
念
し
た
責
任
と
し
て
、

新
た
な
方
針
を
示
す
べ
き
。

6
次
産
業
化
施
設
と
し
て
の
土

地
利
用
や
施
設
誘
致
の
研
究
を
し
て

い
る
。
農
林
水
産
省
と
の
交
渉
を
重

ね
つ
つ
、
本
市
に
と
っ
て
有
益
な
も

の
と
な
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
。

津
波
対
策
と
地
域
づ
く
り

最
南
部
地
域
に
住
み
続
け
る
た

め
に
、
防
潮
堤
整
備
が
必
要
と
さ
れ

る
。
東
日
本
大
震
災
後
の
人
口
推
移

と
土
地
価
格
の
状
況
は
。

浅
羽
南
地
区
の
人
口
は
、
災
害

前
と
比
べ
て
1
0
6
人
の
減
と
な
っ

て
い
る
。
地
価
に
つ
い
て
は
、
本
市

で
は
概
ね
2
%
の
下
落
率
で
あ
る

が
、
国
道
1
5
0
号
線
以
南
は
5
・

4
%
と
大
き
な
下
落
率
と
な
っ
て
い

る
。

磐
田
消
防
と
の
統
合
に
向
け
て

中
東
遠
医
療
を
高
め
る
た
め

に
、
救
急
対
応
が
課
題
で
あ
る
。
磐

田
市
と
の
広
域
化
の
協
議
は
ど
こ
ま

で
行
っ
た
か
。

事
務
レ
ベ
ル
で
の
協
議
で
は
、

1
7
9
項
目
の
す
り
合
わ
せ
事
項
の

確
認
と
、
両
消
防
本
部
の
現
状
把
握

を
実
施
し
た
。
ま
た
、磐
田
市
か
ら
、

消
防
本
部
の
位
置
に
つ
い
て
、
福
田

支
所
と
し
た
い
と
の
提
案
が
あ
っ

た
。

永
田 

勝
美 

議
員

森
林
づ
く
り
県
民
税
の
活
用
を

台
風
に
よ
る
市
内
山
林
の
復
興

や
再
植
林
等
の
再
整
備
な
ど
に
、
森

林
づ
く
り
県
民
税
を
利
用
で
き
な
い

か
。

知
事
が
整
備
の
緊
急
性
を
認
め

る
場
合
は
、
事
業
を
活
用
し
て
伐
採

や
再
植
林
が
で
き
る
ケ
ー
ス
も
あ

る
。
所
有
者
が
県
へ
相
談
や
申
請
が

で
き
る
よ
う
対
応
を
し
て
い
き
た
い
。

風
見
の
森
公
園

利
用
面
の
課
題
は

案
内
板
の
新
設
や
設
置
場
所
の

変
更
、
さ
ら
に
は
風
見
の
丘
と
の
連

携
を
図
る
上
で
の
安
全
対
策
と
し

て
、
県
道
に
横
断
歩
道
の
設
置
を
検

討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

案
内
板
の
配
置
等
を
検
討
す
る

と
と
も
に
、
東
側
・
北
側
上
り
口
の

看
板
も
変
更
し
て
い
き
た
い
。
県
道

横
断
歩
道
の
設
置
は
、
公
安
委
員
会

に
要
望
を
し
て
い
き
た
い
。

全
国
学
力
テ
ス
ト
結
果
と
課
題

袋
井
市
の
分
析
結
果
お
よ
び
今

後
の
取
り
組
み
内
容
は
。

過
去
の
調
査
結
果
か
ら
、
課
題

が
思
考
力
に
あ
る
の
で
、
思
考
力
の

向
上
を
目
指
し
た
授
業
改
善
や
教
員

の
指
導
力
向
上
に
努
め
て
い
る
。
今

後
、
教
員
の
資
質
向
上
や
小
中
学
校

間
の
交
流
、
家
庭
学
習
の
見
直
し
な

ど
、
義
務
教
育
9
年
間
を
見
通
し
た

生
徒
の
学
力
定
着
を
図
っ
て
い
き
た

い
。

秋
田 　

稔 

議
員

津波対策の必要性がある浅羽海岸

小学校の授業風景
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胃
が
ん
の
撲
滅
に
向
け
て

が
ん
対
策
推
進
基
本
計
画
を
受

け
、
本
市
の
が
ん
予
防
対
策
は
。
ま

た
、
こ
れ
ま
で
の
胃
バ
リ
ウ
ム
検
診

か
ら
、
A
B
C
検
診
を
導
入
し
て
は

ど
う
か
。

国
の
計
画
を
踏
ま
え
、
効
果
的

な
が
ん
予
防
対
策
事
業
の
推
進
を

図
っ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
ピ
ロ
リ

菌
感
染
の
有
無
等
を
判
断
し
予
防
効

果
の
高
い
A
B
C
検
診
の
導
入
を
検

討
し
た
い
。

社
会
教
育
施
設
の
今
後
は

袋
井
西
公
民
館
な
ど
社
会
教
育

施
設
の
建
て
替
え
の
考
え
は
。

施
設
の
大
半
が
築
後
25
年
を
経

過
し
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か

ら
、
施
設
の
長
寿
命
化
を
基
本
に
考

え
る
。
袋
井
西
公
民
館
は
平
成
28
年

度
の
建
て
替
え
を
予
定
し
、
浅
羽
地

区
の
公
民
館
も
増
築
等
機
能
向
上
を

図
り
た
い
。

事
業
仕
分
け
の
充
実
を

こ
れ
ま
で
3
回
実
施
し
て
き
た

意
見
交
換
会
を
反
省
し
、
本
来
の
事

業
仕
分
け
の
名
称
で
、
基
本
に
立
ち

返
り
仕
分
け
を
す
べ
き
。

都
市
経
営
の
視
点
に
立
ち
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
改
革
を
意
識
し
取
り

組
み
を
行
う
。
特
に
名
称
に
は
こ
だ

わ
ら
な
い
が
、
本
質
に
踏
み
込
ん
だ

討
論
を
行
い
、
よ
り
発
展
・
進
化
さ

せ
た
方
法
で
の
開
催
を
目
指
し
計
画

し
た
い
。

市
民
総
合
体
育
館
建
設

基
本
構
想
策
定
の
考
え
方
は

運
動
施
設
を
集
中
配
置
方
式
か

ら
分
散
方
式
に
変
え
る
の
か
。

既
存
施
設
の
利
用
・
運
営
状
況

等
を
検
証
し
、
運
営
面
や
防
災
面
な

ど
、
総
合
的
に
判
断
し
た
上
で
方
針

を
決
め
て
い
き
た
い
。

今
の
市
民
体
育
館
を
単
に
建
て

替
え
る
の
で
は
な
く
、
ス
ポ
ー
ツ

メ
ッ
カ
構
想
や
メ
デ
ィ
カ
ル
公
園
構

想
、
県
が
進
め
る
ス
ポ
ー
ツ
産
業
創

出
支
援
事
業
等
と
連
携
し
、
中
東
遠

の
中
軸
都
市
の
メ
イ
ン
施
設
と
な
る

よ
う
に
す
べ
き
で
は
。
ま
た
、
公
共

施
設
の
配
置
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
も

検
討
す
べ
き
で
は
。

公
共
施
設
の
配
置
バ
ラ
ン
ス
は

十
分
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
が
、
交
通

ア
ク
セ
ス
等
に
も
配
慮
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。
体
育
館
を
単
に
建

て
替
え
る
の
で
は
な
く
、
多
目
的
に

使
う
べ
き
と
の
話
は
、
今
後
地
域
と

相
談
し
て
い
き
た
い
。

水
害
の
根
本
的
解
決
に
向
け
て

本
市
の
排
水
を
湛
水
防
除
に
よ

る
農
地
排
水
対
策
だ
け
に
頼
ら
ず
、

都
市
排
水
対
策
へ
と
考
え
を
変
え
、

抜
本
的
な
水
害
対
策
を
す
べ
き
で

は
。

農
地
主
体
の
治
水
対
策
を
進
め

て
き
た
が
、都
市
化
の
進
展
に
伴
い
、

対
策
の
見
直
し
も
必
要
と
な
っ
て
き

て
い
る
。
都
市
型
の
排
水
ポ
ン
プ
の

設
置
な
ど
、
適
切
な
治
水
対
策
を
講

じ
て
い
き
た
い
。

大
庭 

通
嘉 

議
員

兼
子 

春
治 

議
員

かつて計画されていた村松総合運動公園の予定地

建て替えを予定している袋井西公民館

市議会だより
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「
払
え
る
国
保
税
」
に

厚
生
労
働
省
は
「
保
険
料
の
減

免
措
置
を
拡
大
し
た
こ
と
」
が
収
納

率
の
向
上
に
な
っ
た
と
し
て
い
る
。

本
市
で
の
対
象
者
と
金
額
は
。

非
自
発
的
失
業
者
に
対
す
る
軽

減
は
、
平
成
22
年
度
は
5
8
3
世
帯

で
約
4
3
0
0
万
円
、
平
成
23
年
度

は
3
7
2
世
帯
で
約
2
9
0
0
万
円

に
な
っ
て
い
る
。

国
保
会
計
が
大
き
く
黒
字
に

な
っ
た
こ
と
、
平
成
19
年
度
末
に
約

46
万
円
で
あ
っ
た
基
金
残
高
が
5
億

円
を
超
え
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
国
保

税
の
引
き
下
げ
を
求
め
る
。

法
定
外
の
一
般
会
計
繰
入
を
実

施
し
、
こ
れ
に
よ
り
被
保
険
者
の
負

担
軽
減
が
図
ら
れ
て
い
る
。
剰
余
金

も
、
こ
う
し
た
繰
入
結
果
と
し
て
出

た
も
の
で
あ
り
、
直
ち
に
引
き
下
げ

に
つ
な
が
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え

る
。

「
資
産
割
」
の
縮
小
・
廃
止
を

国
保
税
課
税
基
準
と
し
て
の

「
資
産
割
」
は
、
市
外
の
土
地
・
建

物
や
金
融
資
産
な
ど
が
評
価
さ
れ

ず
、
加
入
者
の
資
産
を
正
し
く
評
価

す
る
も
の
で
な
く
、
課
税
基
準
と
し

て
適
切
で
な
い
の
で
は
。

本
市
の
資
産
割
の
税
率
は
38
・

6
%
で
、
県
内
14
番
目
と
決
し
て
高

く
な
い
。
国
保
の
広
域
化
の
中
で
検

討
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
現
段

階
で
は
廃
止
・
縮
小
は
考
え
て
い
な

い
。

浅
田 

二
郎 

議
員

メ
デ
ィ
カ
ル
パ
ー
ク
構
想
へ

取
り
組
む
べ
き

医
療
機
関
の
立
地
を
工
夫
す
る

こ
と
に
よ
り
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
供

給
の
効
率
化
と
地
域
の
活
性
化
に
向

け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
メ
デ
ィ
カ

ル
パ
ー
ク
（
開
業
医
の
集
積
）
事
業

へ
の
取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

本
市
の
医
療
の
充
実
が
図
ら
れ

る
と
考
え
る
の
で
、
中
東
遠
総
合
医

療
セ
ン
タ
ー
、（
仮
称
）
袋
井
市
立

聖
隷
袋
井
市
民
病
院
開
院
後
に
、
実

施
に
向
け
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

医
療
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
化
と
地

域
住
民
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
た

め
に
は
、
医
療
と
ま
ち
づ
く
り
を
融

合
さ
せ
る
制
度
設
計
が
必
要
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
う

え
で
、
医
療
・
介
護
の
観
点
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
る
。
前
向
き
に
検
討

し
、
で
き
る
こ
と
か
ら
進
め
て
い
き

た
い
。

継
ぎ
目
の
な
い

歯
科
医
療
体
制
が
必
要

高
齢
者
、
要
介
護
者
あ
る
い
は

障
害
者
の
中
に
は
、
様
々
な
要
因
か

ら
治
療
の
受
診
に
結
び
つ
か
な
い
場

合
が
多
く
見
ら
れ
る
。
継
ぎ
目
の
な

い
歯
科
医
療
体
制
の
整
備
が
必
要
で

は
な
い
か
。

引
き
続
き
、
歯
科
医
師
会
と
の

連
携
を
図
り
な
が
ら
対
応
し
て
い

く
。

髙
木 

清
隆 

議
員

国保事務を行っている市民課国保年金係の窓口

市内のメディカルパーク

市議会だより
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企業会計の各決算をはじめ、平成24年度一般会計・
正などの議案を各常任委員会で審査しました。

　各特別委員会で審議された案件及びそれに対する
質疑のうち、主なものについて報告します。

防災対策特別委員会（7/23、9/25）
南海トラフの巨大地震に関する想定の発表がありま
した。
　最大津波高（10 メートル）や、津波到達時間（18
分）、浸水面積（1.7 平方キロメートル）、最大震度
（7）といった内容が内閣府から発表されたと報告
がありました。

この発表を受けて、現在の津波対策の見直しを
どう考えるか。
防潮堤や砂丘の信頼性、河川の遡上などについ
て、さらに検討を加えなければいけない。今現
在は、引き続き津波避難タワー及び命山の整備
を進めていく。

議会改革特別委員会（7/24、8/2、8/28、9/25）
　前年度、議会改革研究会から提出された提言書の
取り組みについて、議論を重ねた中で、意見をまと
めています。
（議論された内容）
①地方自治法に規定する議決事件の追加について
②正副議長及び委員長・委員の任期について
③議員間討議の場を設けることについて
④海外研修のルール化について
⑤一問一答方針の導入について
⑥代表質問の導入について

地域医療・新病院特別委員会（7/31、8/20）
現市民病院の医療継続に係る協議状況が報告されま
した。
　袋井市総合健康センターの医療分野の運営につい
て、社会福祉法人聖隷福祉事業団との協議を行い、
7つの基本方針に基づき、覚え書きの締結がされた
との報告がありました。今後は、役割分担を明確に
する協定書締結の協議、西館増築・改修工事の着
手、受水槽工事及び道路整備工事などが予定され
ています。
進入路兼工事車両道路を整備するとあるが、建
設予定の南側道路からの進入路を正面玄関とす
るイメージになるのか。
現在の東からの進入路と新たな南側からの進入
路のどちらを正門にするという訳ではなく、両
方から進入できるという考え方で活用したい。

特別委員会報告

■建設経済委員会
●一般会計補正予算（第2号）
－旧クリーンセンター解体事業－

Q解体時のダイオキシン飛散防止を
どのように行うのか。

A旧クリーンセンターの解体事業に
おけるダイオキシン飛散対策とし

て、周囲を密閉して、外に有害物質が飛
散しないような対策を行う。また、解体
前・解体中・解体後において、周辺のダ
イオキシンを調査し、建物内からの飛散
がないか調査も行う。

●平成23年度水道事業会計決算認定
－石綿管改良事業－

Q袋井市全域で、石綿管改良事業の
残りはどの程度か。

A石綿管改良事業は、最後の計画を
平成13年度から実施し、全体で

18,742メートルほど整備をしている。
平成24年度に310メートルを施工する
ことで、旧袋井市、旧浅羽町の石綿管は
すべてなくなる。今後、震災対策の観点
も踏まえて、整理・総括をしていきた
い。

解体を進めていく旧クリーンセンター

市議会だより
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常任委員会レポート常任委員会レポート 平成23年度一般会計・特別会計・
特別会計補正予算や条例の一部改

■民生文教委員会
●平成23年度一般会計歳入歳出決算認定

－法律相談弁護士謝礼－

Q法律相談は、なかなか予約が取れ
ないと聞くが、このような需要に

対し、どう対応しているか。

A市民法律相談は、予約開始日の午
前中には予約がすべて埋まってし

まう状況である。法テラスにお願いし、
特別法律相談を実施しているほか、社会
福祉協議会や労働者福祉協議会で実施し
ている法律相談の紹介などを行ってい
る。

－敬老会事業運営委託料－

Q敬老会の目的の一つである敬老意
識の醸成は、今の敬老会のやり方

で果たされているか。若者が敬老会運営
に関わることで、敬老意識を高める場に
なると思うがどう考えるか。

A敬老会の運営は自治会連合会にお
願いしており、それぞれ熱心に実

施していただいている。高齢者、高齢者
を持つ家庭のほか、様々な関係の方に、
お年寄りを敬うことが大切であるという
関心が高まっていると考えており、市と
しても、広く市民にPRしていきたい。

■総務委員会
●一般会計補正予算（第2号）
－湊地区命山整備工事請負費－

Q命山と津波避難タワーそれぞれの
メリット・デメリットの検討や、

費用対効果をしっかり算定して比較すべ
きと思うがどうか。

A津波避難タワーのメリットは、
敷地面積が少なくて済むことであ

り、デメリットは、耐用年数があること
などである。命山のメリットは、半永久
的なことなどであり、デメリットは、広
い敷地が必要となることである。費用対
効果の検討は行っていない。

●平成23年度一般会計歳入歳出決算認定
－非常備消防費－

Q自治会長と自主防災隊長の兼務は
避けたほうがよいという意見があ

る。また、自主防災隊長は、消防団等の
経験者が務めるような体制づくりが必要
だが、どう考えるか。

A 自治会長と自主防災隊長の兼務は、
各自治会の判断に委ねているが、防

災講話や説明会において、兼務しないよう
にすることや消防経験者が自主防災隊長を
務めていただけるようお願いをしている。

法律相談が行われる第1相談室（市役所1階）湊地区命山整備事業立体図案（南東より）

市議会だより
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クリック！！
市議会への請願、陳情について
　市政についての様々な要望や意見は、「請願」「陳
情」として、文書で市議会に提出することができま
す。請願には、1人以上の議員の紹介が必要です。
　定例会開会日の8日前までに提出していただけれ
ば、請願は定例会で議題とし、陳情は議会運営委員
会でその取り扱いを協議します。なお、郵送によ
る陳情などについては議長判断で処理することと
なっています。
　請願（陳情）書には、請願（陳情）者の住所、氏
名（法人及び団体は、その事業所の所在地、名称及
び代表者の氏名）を記載し、押印してください。
※詳細については、袋井市議会事務局にお問い合わ
せください。

〒437-8666 袋井市新屋1丁目1番地の1
TEL.（0538）44-3143（直通）　FAX.（0538）44-3148

ホームページ http://www.city.fukuroi.shizuoka.jp/
メールアドレス gikai@city.fukuroi.shizuoka.jp
発　行／静岡県袋井市議会
発行日／平成24年11月1日

No.38

植物油インキを
使用しています

再生紙を
使用しています

ふくろい

　9月定例会では、決算審査と議員定数が主な議題
でした。住民の声が市政に反映される真の住民自治
を推進するため、また分権時代にふさわしく権限委
譲の一方の受け皿として、議員定数はいかにあるべ
きかが真剣に議論されました。

赤外線補聴器段差解消機

あなたも議会を傍聴してみませんか。

市議会の中継（録画）放送・
会議録がご覧いただけます。

詳しくは袋井市のホームページからこのバ
ナーをクリックしてください。

※会議録はホームページのほか、市役所内情報公開
コーナー、議会事務局、各図書館で閲覧できます。

編 集 後 記

当日、市役所5階の議会事務局で受付をします。
※足の不自由な方、妊婦の方なども、段差解消機を利用
　し傍聴席へ入れます。
※赤外線補聴システム、段差解消機をご利用の際には、
　議会事務局へ声をおかけください。

11月市議会定例会のお知らせ
【場 所】市役所5階議場及び各委員会室
【時 間】午前9時から
【日 程】
　11月27日（火）　開会、議案の説明
　12月 4日（火）　市政に対する一般質問
　 5日（水）　市政に対する一般質問
　 6日（木）　市政に対する一般質問
　 10日（月）　議案の審査（常任委員会）
　 19日（水）　委員長報告～採決、閉会

8月臨時会（8月8日開催）
　市議会は、8月8日に臨時会を開催し、次の議案
と1件の報告があり、いずれも原案のとおり可決し
ました。

●工事請負契約の締結について
（平成24年度～25年度（仮称）袋井市
新学校給食センター新築工事）

　7月19日に制限付き一般競争入札を執行した結
果、次のとおり工事請負契約を締結することを議決
したものです。
　これは、公立幼稚園を含めた市内の小中学校全て
の学校給食を給食センターから配食する共同調理
場方式に統一するため、既存の2つの学校給食セン
ターに加え、新たな新学校給食センターを建設する
ものです。
《概要》
・建 設 地：袋井市豊沢2268番地の2ほか3筆
・敷地面積：13,935㎡
・建築面積：3,121㎡
・工事期間：平成24年8月9日～
　　　　　　平成25年7月31日
・供用開始：平成25年9月からの予定
・受注者及び契約金額
（建築工事）

受 注 者：丸明建設株式会社
契約金額：6億0,375万円

（電気設備工事）
受 注 者：日管・トラスト特定建設工事共同企業体
契約金額：3億4,440万円

（機械設備）
受 注 者：菱和設備・渥美特定建設工事共同企業体
契約金額：6億5,100万円


